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   地区スローガン ： 「 Love Other Spirit ～繋ごう次世代へ 夢ある未来に向けて～ 」
クラブ方針 ： 「 豊かな心を持とう！ 今こそ『絆』 」

■ 例会延期のため臨時週報会長挨拶 /今野文明 会長
　皆様、改めまして、この厳しいコロナ禍の中、本年度のロータリー活動へのご理解、ご支援を頂
き誠にありがとうございます。まん延防止等重点措置中のため、例会取消(延期)にさせて頂きました。
本来ならば、加曽利貝塚ガイドの会、森淳氏、テーマ「加曽利貝塚って？」の卓話の予定でしたが残
念です。
　森淳氏は、当クラブの歴史ある事業、公益信託千葉西ロータリークラブ青少年育英基金、運営委
員会のメンバーです。本年度の運営委員会開催時に卓話のお願いをさせて頂きました。
　この公益信託千葉西ロータリークラブ青少年育英基金事業については、以前会長挨拶の中でふれ
ましたが、運営委員会は、5 月と11 月、年に二回開催されており、本年度も社会奉仕委員会の活動
計画の中に「公益信託事業の継続及び推進」を入れさせて頂いております。
　この基金は、当クラブ 10 周年記念事業の一環として、次代を担い地域社会の青少年健全育成に
役立つ育英事業を目的に、昭和 54 年に発議し同年 7 月「ニコニコ BOX」の中から別途積立てを始めたということです。
昭和 60 年 7 月「千葉西ロータリークラブ育英基金」の設立を決議し、昭和 61 年 4 月よりこの基金の運用益から、千葉市
内の高校生に対し奨学金の給付を開始しました。
　千葉市の県立高校 22 校を順番で、一校 2 名、計 8 名の生徒に月 1 万円、年 12 万円を「向学心に富みながら経済的理
由により修学困難な学生に対して奨学援助を行うものです。」今現在この青少年育英基金は、約 1,200 万円ありますが、当
クラブのものではなく、公益信託が管理しています。この資金が無くなるとこの事業も終了してしまいますが、毎年「ニコ
ニコ BOX」から 50 万円を資金とし入れます。その他に毎月第 3 例会前に寄付受付をしていますが、財団、米山がそれぞ
れ 1000 円、アジアふれあいと青少年育英基金がそれぞれ 500 円のこの 500 円が資金となっています。皆様の貴重な寄付
金が、この当クラブの素晴らしい事業の運営となっていることをご理解頂き、皆様の更なるご協力をお願い申し上げます。
　私の自宅は加曽利町にあり、本日のテーマ「加曽利貝塚」は、生まれ育った最も身近な子供の頃からの遊び場であり公
園でした。そんな加曽利貝塚について少しふれたいと思います。
　この日本最大級貝塚を有する特別史跡加曽利貝塚では、博物館や住居跡・貝層断面が見られる野外観覧施設、復元集落
などがあり、縄文時代の文化が学べ、体験講座やイベントも行っています。
　千葉市は貝塚数が日本一・5 か所の貝塚が史跡に指定され、日本全国で縄文時代の貝塚は約 2,400ヶ所といわれ、この
うちの約 120ヶ所が千葉市内に集中しています。千葉市には、加曽利貝塚の他に、中央区仁戸名町の月ノ木貝塚・若葉区
貝塚町の荒屋敷貝塚・花見川区さつきが丘の犢橋貝塚・若葉区加曽利町の花輪貝塚が国の史跡として大切に残されていま
す。
　巨大な貝塚ができたのは約 5,000 年前で、加曽利貝塚に縄文人が住み始めたのは今から約 7,000 年前のことでした。し
かし巨大な貝塚の形成が始まったのは、今から約 5,000 年前の縄文時代中期（北貝塚）で、貝塚が最も大型になったのは、
今から約 4,000 年前の縄文時代後期（南貝塚）のことだと言われています。
　日本最大級の加曽利貝塚は、直径 140m でドーナツの形をした縄文時代中期の北貝塚と、長径 190m で馬のひづめの
形をした縄文時代後期の南貝塚から成り、隣接する両者を上空から見ると8字形をした、日本最大級の貝塚です。
　貝塚のまわりには、当時の人々がくらしたムラの跡が広がっています。現在、約 15.1ha が国の特別史跡に指定され、加
曽利貝塚縄文遺跡公園として親しまれています。
　また子供の頃、夏になるとよく、カブトムシ・クワガタムシを取りに行きました。この公園には、カブトムシ・クワガタム
シ採集のターゲットとなるクヌギやクリなどの樹液のでる木が多く、樹液採集に適しています。
　非常に広い公園ですが、下草などもきちんと刈り取られていて管理がしっかりしているので、カブトムシ採集もしやすい
環境です。
広い敷地内に点々とクヌギの木が多くあるので、カブトムシがいるかすべて見て回るのは大変かもしれませんが、カブトム
シ採集の醍醐味でもありました。
　公園内には加曽利貝塚博物館があり、住居跡や復元集落、貝塚層の断面などが見学できるほか、縄文土器や石器、出土
した貝殻や魚の骨などが展示され、当時の様子がよみがえってきます。
　また、縄文土器づくりや火起こしなどの縄文人の知恵と技術を体験することも可能です。
　最後に、これは前回の緊急事態宣言中にも書いていますが、今後も感染対策を十分して頂き、まず自分自身をしっかり守
りそれが家族や大切な人達を守ることに繋がると信じ、心を一つにしていかなければと強く感じています。
また、信じ合い、繋がって行くことが重要だと考えます。
「コロナと戦う時代から、コロナと共存する時代」と以前から言われていましたが、それを今、実感をしているところです。
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2022年2月8日【2】　臨時号  Vol-8

　今後は、まん延防止等重点措置が解除されるか、延期になるか、緊急事態宣言に移行されるのか、動向を見守り判断さ
せて頂き皆様に通知させて頂きます。
　会員の皆様に於かれましては、くれぐれもご自愛して頂き、元気に例会でお会い出来ることを楽しみにしております。
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■ 次週プログラム
　2月　まん延防止等重点措置により例会取消
　3月1日（火）
　　クラブフォーラム
　　　会員増強・退会防止委員会主催
12:30点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅
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 ニコニコBOX
 ・なし

■ クラブ運営と歴代会長幹事会の役割について（その 2） 　代表世話人　海寶勘一
当クラブの組織作りと運営については、47年間の歴代の会長幹事が主になって、クラブメンバーが揃って時々
の社会情勢に沿ったクラブ運営と活動が行われ、当クラブの輝く歴史を積み重ねて参りました。今こそ、そ
の年度年度の諸先輩に深く敬意を表し感謝をすることも大切な心がけだと思います。時々に歴代のクラブ会
長幹事の経験者が集い、時に親睦を深め、時に情報を分かち共有し合い、時にクラブのサポートの策を考え、
陰ながらのクラブ運営サポートとクラブ会長幹事の応援団の役目を担ってきました。いつの年度から公的な
集会となったかは定かでありませんが、おそらくは、初代会長の大塚惠章さんの発案で綿々と引き継がれ、
現在では「クラブ内規」の中でその役目やその決まりごととして「千葉西ロータリークラブ内規」として明記公示されています。
これまでの歴代の会長と幹事経験者の担ってきた役目等をご紹介したいと思います。内規の第 2 条が、「歴代会長・幹事会
（P.S 会）」になっています。第 1 節には、「会長・幹事の経験者と内示を受けた候補者が、定期的に集まって親睦を図り、
クラブ情報を交換共有し、クラブの活性化を支援することを目的にする」と記され、第 2 節には、「代表世話人を置き、世
話人の幹事役は直前クラブ幹事が務める」となり、第 3 節には、「随時理事会に出席できる」ことが明記され、第 4 節で任
期と開催時期は代表世話人と経験者が決めるとなっています。現況コロナ禍の世情では開催が儘ならない情勢でしたが、つ
い先日 1 年 4 か月ぶりにハイブリッド形式で有意義に開催することができました。クラブ運営の最高責任者として経験され
た方と、今後予定されている方の集まりですから、久し振りの開催もあって、今後のクラブ運営についての核心が和気藹々
と発言され、充実したたくさんの意見交換ができました。更には会長幹事の予定者が沢山参加されましたので、今後のクラ
ブ運営が希望と期待感でみなぎり、安心して創立 50 周年記念式典を迎えることができます。会員皆さんも、普段から今野
会長方針である「豊かな心を持とう！今こそ絆」をよく理解し、一層クラブ運営に御活躍くださり、私たちの千葉西ロータリー
クラブを誇り合い、引き続きクラブ歴史を積みあげていきたいものです。
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